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発
言
項
目 第５回定例会・本会議

（12/6.9.10）

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。
※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。　
　

　
　

●
母
谷
龍
典

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
佐
伯
区
）

・
国
道
２
号
高
架
延
伸
事
業

・
広
島
高
速
５
号
線

●
森
畠
秀
治

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
入
札

・
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

対
策

・「
全
国
都
市
緑
化
ひ
ろ
し
ま
フ
ェ
ア
」

・
児
童
虐
待
防
止
対
策

●
桑
田
恭
子

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
佐
伯
区
）

・
ロ
ー
マ
教
皇
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
住
民
監
査
請
求
の
あ
っ
た
広
報
紙

・
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業

・
認
知
症
に
よ
る
事
故
の
賠
償
制
度

・
高
速
５
号
線

・
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸

●
渡
辺
好
造

（
公
明
党
・
南
区
）

・
被
爆
75
周
年
に
お
け
る
平
和
の
取
組

と
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン

・
死
亡
時
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施

・
地
域
猫
活
動
の
取
組

・
重
症
心
身
障
害
児(

者)

と
家
族
へ

の
支
援

・
学
校
で
の
「
職
場
の
い
じ
め
」

・
高
速
５
号
線
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
契
約
問
題

母谷龍典
自民党・

市民クラブ

桑田恭子
市政改革

ネットワーク

山本昌宏

市民連合

森畠秀治
自民党・

保守クラブ

渡辺好造

公明党

近松里子

日本共産党

問
い
っ
た
ん
、
約
２
０
０
億
円
で
締

結
し
た
契
約
が
な
ぜ
２
８
７
億
円
に

増
え
た
の
か
。
誤
解
や
疑
念
は
市
民

に
不
満
と
不
審
を
与
え
た
の
で
は
な

い
か
。

問
五
月
が
丘
か
ら
市
中
心
部
に
新

交
通
利
用
で
入
る
３
つ
の
パ
タ
ー
ン

は
い
ず
れ
も
乗
り
換
え
が
あ
る
が
現

行
バ
ス
よ
り
３
分
早
く
着
く
。
し
か

し
料
金
は
全
て
新
交
通
利
用
が
高
額

で
、
現
行
バ
ス
４
３
０
円
に
対
し
最

も
高
い
の
は
６
９
０
円
。
こ
の
差
で

も
新
交
通
を
利
用
す
る
の
か
。

問
普
通
教
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

の
整
備
に
加
え
、 「
ま
ち
ぐ
る
み
『
教

育
の
絆
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
早
期
整
備
、
家

庭
等
、
学
校
外
で
も
学
習
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

問
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
で
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
高
齢
運
転
者
に

よ
る
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、

本
市
で
は
道
路
交
通
環
境
等
の
改

善
、
ま
た
免
許
を
返
納
し
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い

る
対
策
や
検
討
し
て
い
る
対
策
は
あ

る
か
。

問
被
爆
75
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
本

市
は
、
平
和
の
推
進
に
お
い
て
、
ど

こ
に
力
を
入
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の
か
。

問
２
０
０
８
年
の
国
保
法
改
正
や

国
の
通
知
に
沿
っ
て
、
納
付
で
き
な

い
特
別
の
事
情
が
あ
る
人
に
、
資
格

証
明
書
だ
け
で
な
く
短
期
証
も
機
械

的
に
交
付
す
る
や
り
方
は
や
め
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

問
国
道
２
号
高
架
延
伸
工
事
は
、
本

市
発
展
の
重
要
政
策
で
あ
る
八
丁

堀
・
紙
屋
町
地
区
の
再
開
発
と
ど
の

よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
か
。

問
高
速
５
号
線
二
葉
山
ト
ン
ネ
ル

工
事
費
87
億
円
だ
け
で
も
大
幅
な
増

額
だ
が
、さ
ら
に
高
速
２
号
と
の
連

結
事
業
が
追
加
さ
れ
３
１
０
億
円
の

増
額
と
な
る
。な
ぜ
今
新
た
な
事
業

と
し
て
提
案
す
る
の
か
、別
の
事
業

で
提
案
で
き
な
い
の
か
、誰
が
い
つ

事
業
決
定
し
た
の
か
。

問
出
生
時
か
ら
生
涯
に
わ
た
る
医

療
情
報
の
一
元
化
や
個
人
の
健
診
結

果
な
ど
健
康
に
係
る
情
報
を
管
理
す

る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
民
の

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
健
康
寿
命
延

伸
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

問
親
か
ら
の
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
児
童
虐
待
防
止
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、

児
童
相
談
所
・
こ
ど
も
家
庭
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
虐
待
の
通
告
先
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
職
員
体
制

で
運
営
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
夜

間
・
休
日
の
対
応
は
。

問
高
齢
化
社
会
か
ら
多
死
社
会
へ

と
移
り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
死
亡
時
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
取

り
組
み
は
さ
ら
に
広
が
る
と
考
え
る

が
、本
市
で
は
、こ
う
し
た
死
亡
時
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、検
討
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

い
つ
か
ら
開
始
す
る
の
か
。

問
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
談
合
が
疑
わ

れ
る
契
約
に
よ
り
87
億
円
も
増
額

す
る
の
に
、そ
れ
を
大
き
く
超
え
る

３
４
７
億
円
を
増
額
す
る
整
備
計
画

が
提
案
さ
れ
た
。膨
ら
む
事
業
費
に

は
税
金
も
投
入
さ
れ
る
の
に
、公
社

だ
け
の
責
任
だ
と
い
う
の
で
は
、市

長
と
し
て
あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
は

な
い
か
。

答
今
回
の
増
額
約
87
億
円
は
、
Ｊ

Ｖ
か
ら
新
た
に
提
出
さ
れ
た
見
積

書
を
も
と
に
、
そ
の
根
拠
を
Ｊ
Ｖ

に
求
め
た
上
で
妥
当
性
を
検
証
し
、

土
木
工
事
標
準
歩ぶ

が
か
り掛
が
適
用
で
き

る
工
種
は
そ
の
歩
掛
を
用
い
、
特

殊
な
工
種
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
見

積
を
徴
取
し
積
算
し
た
と
こ
ろ
、

増
額
が
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
た
め
合
意
し
た
と
説
明
を

受
け
て
い
る
。
こ

う
し
た
公
社
の
積

算
の
方
法
や
考
え

方
は
妥
当
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。

答
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
う
ち
、
所

要
時
間
が
最
も
短
い
ア
ス
ト
ラ
ム

ラ
イ
ン
と
バ
ス
を
利
用
し
乗
り
換

え
る
パ
タ
ー
ン
が
26
分
・
４
８
０

円
、
高
速
４
号
線
経
由
直
通
バ
ス

は
29
分
・
４
７
０
円
で
あ
る
。

　

利
用
経
路
選
択
の
予
測
は
、
所

要
時
間
、
料
金
、
運
行
間
隔
な
ど

か
ら
作
成
し
た
モ
デ
ル
式
に
よ
り

分
か
れ
る
た
め
、
料
金
が
安
く
な

る
よ
り
早
く
着
く
ル
ー
ト
を
選
択

す
る
人
も
い
る
と
考
え
て
い
る
。

答
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
学
校
外
で
も
学
習
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
、
生
徒
に
主

体
的
な
学
習
を
促
す
上
で
、
大

変
有
効
と
考
え
る
。
現
在
の
シ

ス
テ
ム
は
学
校
外
か
ら
利
用
で

き
な
い
が
、
今
年
度
１
校
で
試

験
的
に
無
償
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。

今
後
、
試
験
実
施
の
成
果
や
課

題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
学

校
外
か
ら
も
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

答
速
度
抑
制
、
道
路
の
形
状
や
交

差
点
、
通
行
区
分
の
明
示
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
と
車
が

共
存
す
る
安
全
で
安
心
な
道
路
空

間
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
免
許
返
納
者
に
対
し
、

一
部
事
業
者
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
運

賃
や
ス
ー
パ
ー
の
配
送
料
の
割
引

が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
情
報
を
収
集
し
、
免
許
返

納
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り

組
む
。

答
為
政
者
を
は
じ
め
世
界
中
の

方
々
に
広
島
を
訪
問
し
て
い
た
だ

く
「
迎
え
る
平
和
」
の
取
り
組
み

と
と
も
に
、
広
島
に
来
ら
れ
た

方
々
に「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
共
有
し
て
い

た
だ
く
た
め
、被
爆
の
実
相
を「
守

り
、
広
め
、
伝
え
る
」
取
り
組
み

を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

と
り
わ
け
、
次
代
を
担
う
若

い
世
代
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
、「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」

を
発
信
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
短
期
被
保
険
者
証
は
、
保
険
料

滞
納
期
間
が
５
カ
月
以
上
と
な

る
滞
納
者
に
交
付
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
国
保
の
給
付
と
保
険

料
の
滞
納
に
係
る
納
付
折
衝
は

分
け
て
対
応
す
る
た
め
、
財
政

局
収
納
対
策
部
で
一
元
的
に
滞

納
整
理
事
務
を
処
理

し
て
お
り
、
納
付
折

衝
は
滞
納
の
期
間

に
か
か
わ
ら
ず
随

時
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
事

務
の
合
理
化
の
観
点
か
ら
今
後
、

見
直
し
を
検
討
す
る
。

答
本
事
業
は
、
５
カ
所
の
出
入
口

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
部

方
面
か
ら
都
心
部
へ
向
か
う
交
通

を
分
散
・
導
入
さ
せ
、
都
心
部
の

交
通
の
円
滑
化
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
だ
が
、
ラ
ン
プ
が
接
続
す
る

合
流
部
や
直
近
の
信
号
交
差
点
な

ど
で
混
雑
が
発
生
す
る
場
合
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
交
通
管
理
者
等

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
交
差
点
改
良
や
信
号
現
示
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

答
連
結
路
は
、
広
島
駅
周
辺
と
東

広
島
市
・
呉
市
方
面
と
の
ア
ク
セ

ス
強
化
の
必
要
性
と
と
も
に
、
豪

雨
災
害
等
に
よ
り
緊
急
輸
送
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
の

重
要
性
も
再
認
識
さ
れ
、
整
備
を

改
め
て
検
討
し
、
国
等
関
係
機
関

と
調
整
し
た
結
果
、
早
期
の
完
成

を
目
指
し
、
今
回
整
備
計
画
に
追

加
変
更
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

答
医
療
情
報
な
ど
を
記
録
し
管
理

す
る
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
国
は
昨
年
５
月
策
定
の
「
健

康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
」
で
、
個
人

の
健
康
診
断
結
果
や
服
薬
履
歴
等

を
電
子
記
録
す
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
構
築

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
９
月
に
検

討
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
今
後
、
国
の
検
討
会

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
導
入
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

答
児
童
相
談
所
は
正
規
56
名
、
非

常
勤
５
名
の
計
61
名
を
、
各
区
こ

ど
も
家
庭
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
正
規

１
名
、
非
常
勤
２
名
の
計
３
名
を

国
の
要
綱
に
基
づ
き
配
置
し
、
全

て
専
任
職
員
で
あ
る
。

　

ま
た
、
夜
間
・
休
日
は
「
児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）」
で
、

い
つ
で
も
通
告
可
能
で
あ
る
。

答
現
在
、
件
数
の
多
い
区
役
所
に

お
い
て
、
手
続
き
の
種
類
や
所
要

時
間
の
実
態
を
調
査
し
、
１
カ
所

で
受
け
付
け
る
方
法
や
簡
素
化
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
検
討
を
踏

ま
え
、
来
年
度
中
を
目
途
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
第
三
者
委
員
会
の
報
告
書
で
公

正
に
事
実
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
基

に
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
し

て
い
く
。
高
速
２
号
線
と
５
号
線

の
連
結
路
に
つ
い
て
は
公
社
で
検

討
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
、今
回
、

一
体
で
理
解
・
承
認
い
た
だ
け
る

よ
う
整
備
計
画
に
追
加
変
更
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

広
島
高
速
５
号
線

広
島
市
を
ア
ジ
ア
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

す
る

高
齢
者
も
安
心
な
暮
ら
し
を

被
爆
75
周
年
の
具
体
的
平
和
の

取
り
組
み
は

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
充
実
し
た
教
育
を
！

国
保
短
期
証
発
行
を
見
直
す
べ
き

国
道
２
号
高
架
延
伸
事
業

市
民
の
健
康
を
一
元
管
理
で
！

高
速
５
号
線
増
額
に
つ
い
て

守
れ
！
子
ど
も
の
命

死
亡
時
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

高
速
５
号
線
増
額
は
、
理
解

得
ら
れ
な
い

一般質問


